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９月13日（木） 第３回定例会 開会／予算決算委員会
・議員２名より議長不信任決議案が提出され、採

決の結果、否決されました。
・市長より市政についての所信が表明され、議案

13件および報告３件が提出されました。
・補正予算に関する議案５件を予算決算委員会に

付託しました。
・議員９名より条例改正議案１件が提出され、特

別委員会を設置し付託しました。
・本会議散会後、予算決算委員会を開催し、付託

を受けた議案５件の説明を受けました。

９月20日（木）　一般質問
・４会派による代表質問を行いました。

９月21日（金）　一般質問
・議員５名による個人質問を行いました。

９月24日（月）　一般質問
・議員４名による個人質問を行いました。
・議案９件および請願１件を所管の各常任委員会

に付託しました。

９月26日（水）　総務民生委員会
・付託された議案６件、請願１件について審査の

結果、議案６件はいずれも可決、請願は不採択
にすべきと決しました。

９月27日（木）　産業環境委員会
・付託された議案３件について審査の結果、議案

３件はいずれも可決すべきと決し、３件の報告
を受けました。

10月３日（水）　予算決算委員会
・付託された議案５件について審査の結果、議案

１件は承認、その他４件はいずれも可決すべき
と決しました。

10月５日（金） 第３回定例会 閉会／予算決算委員会
・議案14件および請願１件について各常任委員長

の報告を受け、採決を行い、議案14件はいずれ
も可決、請願１件は不採択と決しました。

・「発議第４号　鳴門市議会議員の定数を定める
条例の一部改正について」ほか３件が提案され、
１件は否決、その他は可決しました。

・「意　第２号　北朝鮮による日本人拉致問題の
早期解決を求める意見書」が提案され、採決の
結果、可決しました。

・決算議案16件を予算決算委員会に付託し、継続
審議にすべきと決しました。

・散会後、予算決算委員会を開催し、議案16件に
ついて説明を受けました。

第３回定例会の主な審査状況

第３回定例会の提出議案と議決結果について
議案番号 案　　　　件 議決結果 備　考

議案 第 66 号 専決処分の承認について（平成24年度鳴門市一般会計補正予算（第1号）） 承認
予算決算委員会
にて審査　　　 

議案 第 67 号 平成24年度鳴門市一般会計補正予算（第2号）

原案可決議案 第 68 号 平成24年度鳴門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）
議案 第 69 号 平成24年度鳴門市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
議案 第 70 号 平成24年度鳴門市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）
議案 第 71 号 鳴門市情報公開条例の一部改正について

原案可決 総務民生委員会
にて審査　　　

議案 第 72 号 鳴門市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の制定について
議案 第 73 号 鳴門市税賦課徴収条例の一部改正について　
議案 第 74 号 災害対策基本法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例の制定について
議案 第 77 号 第三セクター等改革推進債の起債に係る許可の申請について
議案 第 79 号 工事請負契約の締結について（鳴門市鳴門中学校屋内運動場改築工事のうち建築工事）
議案 第 75 号 鳴門市公設地方卸売市場業務条例の一部改正について

原案可決 産業環境委員会
にて審査　　　議案 第 76 号 鳴門市公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する等の条例の制定について

議案 第 78 号 市道路線の廃止について
報告 第  8  号 財団法人鳴門地域地場産業振興センターの経営状況について

報　　告 産業環境委員会報告 第  9  号 鳴門市観光コンベンション株式会社の経営状況について
報告 第 10 号 専決処分について（損害賠償の額の決定）
報告 第 11 号 平成２３年度決算に基づく鳴門市健全化判断比率について 報　　告 予算決算委員会報告 第 12 号 平成２３年度決算に基づく鳴門市資金不足比率について
決議 第  2  号 議長不信任決議 否　　決
発議 第  4  号 鳴門市議会議員の定数を定める条例の一部改正について 否　　決 議員定数審査特別委員会にて審査
発議 第  5  号 鳴門市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

原案可決発議 第  6  号 鳴門市議会倫理条例の一部改正について
発議 第  7  号 鳴門市議会会議規則の一部改正について
同意 第  4  号 教育委員会委員の任命について 同　　意同意 第  5  号 公平委員会委員の選任について
意    第  2  号 北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書 原案可決

請願の処理
請願番号 案　　　　件 審査結果 備　考

請願 第 24 号 特別調査委員会の設置及び拉致被害者等の救出と安全確保を求める請願書 不採択 総務民生委員会にて審査
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【
問
】撫
養
港
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

の
概
要
と
、
そ
の
間
の
競
艇
事
業
の
運

営
や
施
設
改
善
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
休き

ゅ
う

催さ
い

・
再
開
時
に
お
け
る

従
事
員
と
関
係
事
業
者
へ
の
対
応
お
よ

び
説
明
に
つ
い
て
。

【
答
】海
岸
保
全
整
備
で
の
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
場
部
分
の
工
事
は
、
防ぼ

う

潮ち
ょ
う

堤て
い

の
改
良

に
合
わ
せ
た
か
さ
上
げ
と
地じ

盤ば
ん

改
良
で

あ
り
、
期
間
は
平
成
26
年
度
か
ら
約
１

年
６
ヶ
月
の
予
定
で
す
。
こ
の
間
、
場じ

ょ
う

外が
い

発
売
は
外そ

と

向む
け

発
売
所
で
継
続
、
本ほ

ん

場じ
ょ
う

は
運
用
効
率
の
よ
い
コ
ン
パ
ク
ト
な
施

設
と
し
ま
す
。
従
事
員
や
関
係
事
業
者

に
は
順
次
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
】今
日
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
福

祉
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
、
公
益

性
の
高
い
法
人
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議

会
の
位
置
づ
け
と
、
今
後
の
市
と
の
連

携
に
つ
い
て
。

【
答
】社
会
福
祉
協
議
会
は
本
市
の
地
域

社
会
や
市
民
と
強
い
つ
な
が
り
を
持

ち
、
保
健
や
福
祉
な
ど
幅
広
い
生
活
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
公
益
性
の
高
い

組
織
で
あ
り
、
社
会
変
化
に
伴
う
福
祉

課
題
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
、

防
災
対
策
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の
行

政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
、

行
政
と
市
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
た

め
、
よ
り
連
携
を
強
化
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
問
】市
営
バ
ス
の
廃
止
に
伴
う
平
成
25

年
度
か
ら
の
路
線
再
編
に
関
す
る
地
域

説
明
会
に
つ
い
て
。

【
答
】こ
れ
ま
で
計
10
回
の
地
域
説
明
会

を
開
催
し
、
最
も
要
望
の
多
か
っ
た
高

齢
者
等
無
料
優
待
制
度
は
存
続
の
方
針

で
す
。
運
行
便
数
・
時
刻
は
ほ
ぼ
現
状

維
持
と
の
説
明
に
は
、
お
お
む
ね
理
解

を
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

代表質問

代表質問

会派 絆

谷
たに

﨑
ざき

　徹
とおる

会派 のぞみ

野
の

田
だ

 粋
きよ

之
ゆき

【
答
】西
演
舞
場
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
有
料
演
舞
場
と
し
て
の
魅
力
増
進

の
た
め
の
施
策
は
行
っ
て
き
た
が
、
今

後
は
市
民
や
観
光
客
の
皆
様
を
は
じ

め
、
遠
方
で
活
躍
さ
れ
る
県
出
身
の

方
々
も
参
加
で
き
る
企
画
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
子
ど
も
た

ち
へ
の
指
導
・
育
成
な
ど
の
施
策
に
よ

り
、
阿
波
踊
り
が
観
光
資
源
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
世
代
間
交
流
の
促
進
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
育
成
の
一
助
と
な

る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
問
】競
艇
事
業
に
対
し
市
民
は
い
ろ
い

ろ
な
思
い
や
意
見
を
持
っ
て
い
る
が
、

市
長
は
ど
う
捉と

ら

え
進
め
て
い
く
の
か
。

【
答
】競
艇
事
業
の
継
続
の
た
め
に
必
要

な
施
設
改
善
は
、
運
用
効
率
の
よ
い
コ

ン
パ
ク
ト
な
施
設
と
す
る
こ
と
で
建
設

費
や
施
設
管
理
費
、
運
営
費
の
低
減
を

図
る
チ
ャ
ン
ス
と
し
、安
定
的
な
経
営
、

ひ
い
て
は
一
般
会
計
へ
の
繰く

り

出だ
し

金き
ん

は
も

と
よ
り
、
地
場
企
業
と
し
て
再
び
市
の

発
展
と
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
事
業
と

な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
問
】競
艇
事
業
の
組
織
形
態
の
見
直
し

に
対
す
る
市
長
の
考
え
は
。

【
答
】運
営
体
制
に
つ
い
て
は
、
専
門
的

な
知
識
や
経
験
を
生
か
す
た
め
の
関
係

団
体
と
の
人
事
交
流
、
関
連
企
業
へ
の

部
門
・
事
象
ご
と
の
外
部
委い

託た
く

等
に
よ

り
、
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
組
織

と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】増
設
し
た
阿
波
踊
り
西
演
舞
場
の

有
効
利
用
に
つ
い
て
。

 

福
祉
行
政
に
つ
い
て

 

運
輸
行
政
に
つ
い
て

 

競
艇
事
業
に
つ
い
て

 

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

市民からの要望が多かった
高齢者等無料バス優待制度は存続に

さらなる有効活用が検討される
鳴門市阿波おどりの西演舞場

代
表
質
問
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代表質問

代表質問

会派 新政会

大
おお

石
いし

美
み

智
ち

子
こ

会派 公明党

松
まつ

浦
うら

 富
とみ

子
こ

【
問
】市
長
は
就
任
以
来
、
新
産
業
を
発

掘
し
た
の
か
。
ま
た
、
野
菜
工
場
等
の

技
術
へ
の
投
資
に
つ
い
て
。

【
答
】新
技
術
の
開
発
や
新
分
野
へ
の
進

出
に
取
り
組
む
企
業
の
情
報
収
集
を
進

め
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
本
市
で
さ
ら
に
活
発
に
す
る
政
策
の

検
討
を
行
い
、
企
業
へ
の
情
報
発
信
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
、
今
後
も
エ
コ
ノ

ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

【
問
】人
工
内な

い

耳じ

の
電
池
代
に
つ
い
て
、

本
市
の
助
成
は
。

【
答
】人
工
内な

い

耳じ

の
電
池
の
費
用
は
現

在
、
国
・
県
の
補
助
対
象
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
市
も
、利
用
者
の
現
状
や
国・

県
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し
ま
す
。　

 

藍
住
町
が
６
万
５
，
０
０
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
中
間
層
で
は
他
市
町
よ

り
低
額
の
階
層
も
あ
り
ま
す
。

【
問
】近
隣
の
町
よ
り
高
負
担
で
あ
る
の
は

高
齢
者
が
多
い
た
め
と
の
こ
と
だ
が
、
こ

れ
に
対
し
第
２
子
以
降
の
保
育
料
軽
減
制

度
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
若
者
や
子
育
て

世
代
の
人
口
を
増
や
す
考
え
は
。

【
答
】他
市
町
よ
り
保
育
料
が
高
い
こ
と
は

十
分
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
子
育
て
支
援

の
方
法
は
減
額
措そ

置ち

だ
け
で
な
く
本
市
が

実
施
す
る
他
市
町
と
異
な
る
施
策
も
含
め

て
総
合
的
判
断
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
議
員
の
ご
提
案
は
真し

ん

摯し

に
受

け
止
め
、
今
後
十
分
検
討
し
ま
す
。

【
問
】公
明
党
も
提
唱
す
る
防
災
・
減
災

対
策
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
事
業
を
優
先
す

べ
き
と
思
う
が
、
耐
震
・
防
災
の
た
め

の
水
道
事
業
よ
り
下
水
道
事
業
へ
の
予

算
の
重
点
配
分
に
つ
い
て
。

【
答
】い
ず
れ
も
市
民
生
活
に
重
要
な
都

市
基き

盤ば
ん

の
整
備
事
業
で
あ
り
、
今
後
も

滞と
ど
こ
お

り
な
く
進
め
ら
れ
る
よ
う
適
切
な
予

算
配
分
・
執
行
に
努
め
ま
す
。

【
問
】社
会
保
障
維
持
の
た
め
の
市
民
負

担
と
下
水
道
事
業
の
負
担
に
つ
い
て
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
全

市
民
的
に
了
承
を
得
て
い
る
と
考
え
て

い
る
か
。

【
答
】昨
年
度
は
低
所
得
の
障
が
い
者
の

方
に
受じ

ゅ

益え
き

者し
ゃ

負ふ

担た
ん

金き
ん

の
猶ゆ

う

予よ

と
下
水
道

使
用
料
の
減げ

ん

免め
ん

措そ

置ち

を
適
用
す
る
た
め

制
度
改
正
を
行
い
、
今
年
４
月
に
は
下

水
道
使
用
料
１
㎥
当
た
り
20
円
減
額
の

継
続
を
決
定
し
、
下
水
道
普
及
促
進
対

策
助
成
金
の
制
度
拡
充
な
ど
市
民
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
の
制
度
の
見
直
し
や

拡か
く

充じ
ゅ
う

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
普
及

促
進
員
に
よ
る
戸
別
訪
問
や
広
報
紙
へ

の
記
事
掲
載
な
ど
周
知
徹
底
に
努
め
ま

す
。

【
問
】各
種
の
市
税
や
国
民
健
康
保
険
料
、

子
育
て
世
代
に
係
る
保
育
料
な
ど
の
市
民

負
担
の
現
状
は
。

【
答
】市
税
の
う
ち
固
定
資
産
税
は
標
準
税

率
で
あ
る
１
・
４
％
、
軽
自
動
車
税
は
標

準
税
率
の
１
・
２
倍
の
超
過
税
率
を
歳
入

確
保
の
た
め
継
続
し
ま
す
。
個
人
住
民
税

は
今
年
度
よ
り
年
少
扶ふ

養よ
う

控こ
う

除じ
ょ

等
が
廃
止

と
な
り
、
例
え
ば
16
歳
未
満
の
年
少
扶ふ

養よ
う

者
２
名
の
世
帯
で
は
年
間
約
６
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
、
本

市
の
平
均
的
所
得
世
帯
に
お
い
て
は
平
成

20
年
度
が
43
万
８
，
８
０
０
円
、
本
年
度

が
51
万
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
近
隣
の
町

の
本
年
度
分
は
松
茂
町
が
39
万
６
，
６
０

０
円
、
北
島
町
が
45
万
４
０
０
円
で
す
。

本
市
の
保
険
料
増
額
は
、
被
保
険
者
の
高

齢
化
と
医
療
の
高
度
化
に
よ
る
医
療
費
の

上
昇
の
た
め
で
す
。
な
お
、
本
市
の
限
度

額
の
推
移
は
平
成
20
年
度
が
68
万
円
、
本

年
度
が
77
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
育
料
は
、
所
得
税
が
高
額
の
階
層
に

お
け
る
３
歳
未
満
児
の
月
額
で
は
、
本
市

が
６
万
４
０
０
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
松

茂
町
が
５
万
６
，
６
０
０
円
、
北
島
町
が

５
万
２
，０
０
０
円
、板
野
町
が
５
万
円
、

 

鳴
門
市
の
市
民
負
担
につい
て

 

最
先
端
技
術
を
利
用
し
た

  

地
域
活
性
策
に
つ
い
て

 

公
共
下
水
道
の
市
民
生
活
及
び

  

経
済
的
な
影
響
に
つ
い
て

 

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

キョーエイ鳴門駅前店４階では、
ＮＰＯ法人レインボーがさまざまな
子育て支援の取り組みを行っている

代
表
質
問

野菜工場など、日々
新技術開発に向けた
研究がなされている
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【
答
】鳴
門
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、

市
民
が
安
全
で
安
心
な
消
費
生
活
を
送

る
た
め
の
相
談
窓
口
と
し
て
昭
和
50
年

４
月
に
開
設
し
、
市
民
か
ら
の
電
話
や

来
所
に
よ
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
は
複
雑
化
し
て
い
ま
す
が
、

解
決
に
向
け
た
助
言
や
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
】今
の
競
艇
事
業
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や

博ば
く

打ち

で
は
な
く
健
全
な
娯
楽
、
ま
た
レ

ジ
ャ
ー
と
し
て
捉と

ら

え
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
。
ま
た
企
業
と
し
て
捉と

ら

え
る
な
ら

ば
、
儲も

う

け
る
よ
う
努
め
、
繰く

り

入い
れ

金き
ん

を
今

以
上
に
一
般
会
計
へ
入
れ
て
ほ
し
い
。

【
答
】娯
楽
と
し
て
家
族
連
れ
が
楽
し
め

る
雰
囲
気
づ
く
り
や
設
備
整
備
に
つ
い

て
は
、
新
施
設
の
基
本
計
画
策
定
の
中

で
研
究
し
ま
す
。
今
後
、
競
艇
事
業
が

か
つ
て
の
繰く

り

入い
れ

金き
ん

を
回
復
で
き
る
か
に

つ
い
て
は
、
社
会
情
勢
や
売
上
形
態
の

変
化
か
ら
非
常
に
厳
し
い
と
考
え
ま
す

が
、
地
場
産
業
と
し
て
再
び
市
の
発
展

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
問
】現
在
、
鳴
門
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
は
旧
図
書
館
跡
に
あ
る
身
体
障
害

者
会
館
２
階
で
相
談
業
務
を
行
っ
て
い

る
が
、
市
と
し
て
ど
う
位
置
づ
け
て
い

る
の
か
。
ま
た
消
費
者
か
ら
は
お
金
に

関
す
る
相
談
が
多
い
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
て
い
る
か
。

個人質問

個人質問

潮
しお

崎
ざき

 焜
てる

及
ちか

平
ひら

塚
つか

 保
やす

二
じ

は
電
車
賃
や
汽
車
賃
、
宿
泊
費
の
領
収

書
を
添て

ん

付ぷ

し
、
実
費
に
よ
る
精
算
を
す

べ
き
で
な
い
か
。

【
答
】航
空
運
賃
は
、
９
月
か
ら
早
割
の

チ
ケ
ッ
ト
や
宿
泊
と
の
パ
ッ
ク
料
金
を

旅
費
と
し
て
支
給
で
き
る
よ
う
改
善
し

ま
し
た
。

　
ま
た
本
市
で
は
行
政
事
務
の
効
率
化

や
公
務
出
張
の
機
動
性
向
上
の
た
め
、

条
例
に
基
づ
き
多
く
の
自
治
体
が
採
用

し
て
い
る
定
額
支
給
の
方
式
を
取
っ
て

お
り
、
全
て
に
領
収
書
を
つ
け
て
精
算

せ
よ
と
の
意
見
に
は
沿
え
ま
せ
ん
。

【
問
】(

財)

鳴
門
市
学
校
給
食
会
の
元
職

員
に
対
し
市
長
と
し
て
、
予
算
決
算
委

員
会
で
証し

ょ
う

人に
ん

喚か
ん

問も
ん

し
、
横お

う

領り
ょ
う

事
件
の
経

緯
と
着
服
金
を
賠ば

い

償し
ょ
う

す
る
意
思
を
確
認

し
て
は
ど
う
か
。

【
答
】事
件
の
経
緯
は(

財)

鳴
門
市
学
校

給
食
会
が
本
人
へ
の
聞
き
取
り
や
内
部

調
査
、
裁
判
に
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
被
害
額
の
回
収
は
民
事
訴

訟
も
含
め
て
有
効
な
手
段
を
講
じ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

【
問
】鳴
門
町
お
よ
び
新
鳴
門
の
両
漁
業

協
同
組
合
に
故
意
、
過
失
の
あ
る
違
法

ま
た
は
無
効
と
思
わ
れ
る
公
金
の
支
出

に
よ
り
、
市
に
平
成
18
年
度
か
ら
５
年

間
で
６
，
９
６
０
万
円
の
損
害
を
与
え

た
。
ま
た
根こ

ん

拠き
ょ

法
令
等
も
な
い
幽
霊
団

体
を
経
由
し
、
離
職
せ
ん
べ
つ
金
と
称

し
た
違
法
と
考
え
ら
れ
る
退
職
金
を
競

艇
の
臨
時
従
事
員
に
支
給
し
て
、
市
に

１
億
４
５
７
万
３
，
７
２
２
円
の
損
害

を
与
え
た
。
今
後

も
鳴
門
町
お
よ
び

新
鳴
門
の
両
漁
業

協
同
組
合
へ
の
公

金
支
出
と
離
職
せ

ん
べ
つ
金
の
支
出

を
続
け
る
の
か
。

【
答
】２
件
と
も
裁
判
中
で
あ
り
判
決
が

出
て
い
な
い
現
在
に
お
い
て
は
、
粛し

ゅ
く

々し
ゅ
く

と
事
務
執
行
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
】市
長
・
副
市
長
が
公
費
で
出
張
し

た
旅
費
の
残
額
の
処
理
方
法
は
。
現
在

旅
費
の
精
算
に
は
領
収
書
が
添て

ん

付ぷ

さ
れ

て
い
な
い
と
推
測
す
る
が
、
精
算
時
に

 

競
艇
事
業
に
つ
い
て

 

消
費
生
活
問
題
に
つ
い
て

 

競
艇
事
業
の
公
金
支
出
に
つ
い
て

 

市
長
・
副
市
長
の
旅
費
に
つ
い
て

 

学
校
給
食
に
つ
い
て

友愛訪問員を対象に行われた出前講座での消費啓発講演

個
人
質
問

鳴門競艇場
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個人質問

個人質問

と
と
の
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
問
】南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る

津
波
高
、
浸
水
域
の
被
害
想
定
と
徳
島

県
中
央
構
造
線
活
断
層
帯
活
断
層
図
の

公
表
内
容
に
つ
い
て
。

【
答
】内
閣
府
が
８
月
に
公
表
し
た
南
海

ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
高
、

浸
水
域
お
よ
び
被
害
想
定
で
は
、
県
内

で
最
大
約
３
万
３
，
３
０
０
人
の
人
命

が
失
わ
れ
、
約
13
万
３
，
６
０
０
棟
の

建
物
が
全
壊
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
の
性
格
を

十
分
理
解
し
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
と
の
観
点
か
ら
、
早
期
に
避
難
し
、

ま
た
耐
震
化
な
ど
に
よ
り
住
居
の
安
全

性
を
高
め
る
こ
と
が
、
被
害
軽
減
に
最

も
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
市
民
に
ご
認

識
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
の
中
央
構
造
線
活
断
層

系
全
体
が
活
動
す
る
よ
う
な
地
震
の
30

年
以
内
の
発
生
確
率
は
南
海
地
震
と
比

べ
極
め
て
低
く
、
当
面
は
差
し
迫
っ
て

い
な
い
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
】公
設
地
方
卸お

ろ
し

売う
り

市し

場じ
ょ
う

の
水
産
部
を

廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
。

【
答
】平
成
22
年
11
月
、
唯
一
の
水
産
卸

売
業
者
か
ら
卸
売
業
務
廃
止
届
が
提
出

さ
れ
た
た
め
、
緊
急
策
と
し
て
水
産
部

の
仲な

か

卸お
ろ
し

業
者
に
対
し
業
務
の
受
託
を
要

請
し
ま
し
た
が
、
希
望
す
る
業
者
が
無

く
、
国
・
県
と
の
協
議
で
も
打
開
策
を

見
出
せ
ず
、
水
産
部
廃
止
の
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
鳴

門
市
水
産
振
興
協
議
会
や
、
市
場
取
引

関
係
者
で
組
織
す
る
各
団
体
か
ら
異
論

な
ど
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
市
場
関
係
者
、
生
産
者
団
体
、

消
費
者
団
体
等
で
組
織
す
る
鳴
門
市
公

設
地
方
卸お

ろ
し

売う
り

市し

場じ
ょ
う

運
営
審
議
会
に
よ

り
、
卸お

ろ
し

売う
り

市し

場じ
ょ
う

活
性
化
の
た
め
の
具
体

的
な
推
進
方
策
を
早
急
に
検
討
す
る
こ

藤
ふじ

田
た

 茂
しげ

男
お

宅
たく

川
かわ

 靖
やす

次
じ

 

防
災
対
策
に
つ
い
て

 

水
産
行
政
に
つ
い
て

 

防
災
対
策
に
つ
い
て

個
人
質
問

難
セ
ン
タ
ー
的
な
建
物
の
建
設
を
強
く

要
望
す
る
が
、
予
定
は
な
い
の
か
。

【
答
】里
浦
町
粟
津
・
恵
美
寿
地
区
の
津

波
避
難
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
今

後
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
、

地
域
の
皆
様
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま

え
、
ど
の
よ
う
な
施
設
が
適
当
か
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】里
浦
町
に
は
鳴
門
南
断
層
と
鳴
門

断
層
の
２
本
の
活
断
層
が
通
っ
て
お

り
、
こ
の
断
層
の
間
に
は
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
里
浦
小
学
校
が
位
置
し

て
い
る
が
、
小
学
校
へ
通
じ
る
避
難
路

が
寸
断
さ
れ
た
場
合
の
里
浦
町
粟
津
・

恵
美
寿
地
区
の
避
難
路
、
避
難
所
の
確

保
に
つ
い
て
。

【
答
】活
断
層
に
よ
る
直
下
型
地
震
の
発

生
時
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
は
津
波
を

想
定
し
た
避
難
行
動
で
は
な
く
、
耐
震

性
が
あ
り
安
全
な
地
域
の
避
難
場
所
を

目
指
し
て
避
難
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
地
域
住
民
の

皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
に
的
確
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
避
難
路
、
避
難
場
所

の
選
定
に
努
め
ま
す
。

【
問
】里
浦
町
粟
津
・
恵
美
寿
地
区
は
近

隣
に
高
台
や
高
い
ビ
ル
が
な
い
た
め
、

津
波
避
難
困
難
地
域
に
な
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。
集
会
所
ま
た
は
消
防
分
団

の
詰つ

め

所し
ょ

の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
津
波
避

津波被害が懸念されるが、高台や高いビルがない
里浦町粟津・恵美寿地区

水産部を廃止する
こととなった

公設地方卸
おろし

売
うり

市
し

場
じょう
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個人質問

個人質問

施
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
さ
ら
に
シ
ニ

ア
層
の
趣し

ゅ

向こ
う

を
捉と

ら

え
る
と
と
も
に
、
ポ
ス

タ
ー
や
パ
ン
フ
レッ
ト
の
作
成
に
も
工
夫
を

凝
ら
す
な
ど
情
報
発
信
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
設
備
の
充
実
に
つ
い
て

は
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
つ
な
が
る
重

要
な
要
素
で
あ
り
、
特
に
女
性
客
の
誘

致
の
大
き
な
要
因
と
な
る
た
め
各
施
設
の

管
理
者
等
と
協
議
・
検
討
し
ま
す
。

【
問
】い
じ
め
問
題
の
解
決
に
は
、
い
じ
め

の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
大
切
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
教
職
員
Ｏ
Ｂ
の
方
に

も
協
力
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
１
人
で
も

多
く
の
教
職
員
が
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
り

見
守
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

【
答
】ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
中
学
校

区
ご
と
に
配
置
し
、
児
童
・
生
徒
や
保

護
者
に
対
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う

な
ど
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
教
職
員
Ｏ
Ｂ
の

協
力
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
検

討
課
題
と
し
ま
す
。

【
問
】本
市
の
観
光
に
お
い
て
、
シ
ニ
ア
の

方
々
に
対
す
る
施
策
を
積
極
的
に
展
開
す

る
こ
と
も
１
つ
の
方
法
と
考
え
る
が
。
ま

た
、
特
に
女
性
観
光
客
の
方
々
に
多
く
来

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
観
光
施
設
の
ト

イ
レ
設
備
の
充
実
も
重
要
と
思
う
が
。

【
答
】団だ

ん

塊か
い

世
代
を
中
心
と
し
た
シ
ニ
ア
層

の
誘
客
は
、
本
市
の
観
光
振
興
を
考
え

る
上
で
重
要
な
施
策
と
考
え
て
お
り
、
現

在
も
シ
ニ
ア
層
が
楽
し
め
る
メ
ニュ
ー
は
実 山

やま

根
ね

　巌
いわお

三
み

津
つ

 良
よし

裕
ひろ

 

教
育
行
政
に
つ
い
て

 

観
光
行
政
に
つ
い
て

 

教
育
行
政
に
つ
い
て

 

活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

  

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

個
人
質
問

公共施設のトイレの充実は特に女性観光客の
誘致につながる（写真はJR 鳴門駅）

【
答
】委い

嘱し
ょ
く

し
た
警
察
官
Ｏ
Ｂ
が
ネ
ッ
ト
上
の

悪
質
な
書
き
込
み
等
を
監
視
し
、
有
害
環
境

の
早
期
発
見
、
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
問
】子
ど
も
に
有
害
な
暴
力
シ
ー
ン
の
映
像

や
児
童
ポ
ル
ノ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
規
制
す

る
条
例
制
定
な
ど
の
対
応
策
は
。

【
答
】市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
白
い
ポ
ス
ト
を

設
置
し
て
有
害
図
書
等
を
回
収
す
る
な
ど
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
問
】行
政
の
役
目
は
、
事
業
実
施
に
よ
り
経

済
を
潤う

る
お

し
て
市
税
の
増
収
を
図
り
、
そ
の
増

収
分
で
経
済
を
潤う

る
お

す
事
業
を
行
う
と
い
う
流

れ
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
だ
が
、
市
税
の
現
状

と
今
後
の
見
通
し
は
。

【
答
】地
価
の
下
落
や
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
よ
り
、
固
定
資
産
税
と
個
人
市
民
税
は
減

少
傾
向
で
推
移
し
、
法
人
市
民
税
は
現
在
増

加
傾
向
だ
が
、
景
気
に
左
右
さ
れ
る
た
め
見

通
し
は
不
透
明
と
考
え
ま
す
。

【
問
】活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

の
社
会
経
済
活
性
化
事
業
は
。

【
答
】第
６
次
鳴
門
市
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
で
、
魅
力
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ

く
り
の
視
点
で
の
戦
略
的
取
り
組
み
を
推
進

し
、「
結
び
あ
う
絆き

ず
な

が
創
る　
笑
顔
と
魅
力
う

ず
ま
く
鳴
門
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

【
問
】教
育
委
員
会
の
学
校
で
の
い
じ
め
の
把

握
、
ま
た
そ
の
根
絶
・
予
防
策
に
つ
い
て
。

【
答
】ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
把
握
し
た
い
じ
め

等
に
対
し
て
は
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
、全
職
員
で
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
地
域
の
人
材
の
教
育
活
動
へ
の
活
用

が
、
子
ど
も
の
安
全
や
育
成
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】市
内
の
通
学
路
の
危
険
性
と
安
全
対
策

に
つ
い
て
。

【
答
】学
校
、
警
察
等
関
係
機
関
と
の
緊
急
合

同
点
検
で
判
明
し
た
38
の
危
険
箇
所
に
つ
い

て
、
一
時
停
止
線
の
補
修
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
適
正
設
置
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
す
る
な
ど
地
域
全

体
で
安
全
を
見
守
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

【
問
】イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
誹ひ

謗ぼ
う

中ち
ゅ
う

傷し
ょ
う

や
悪

口
で
攻
撃
す
る
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
把
握
、
対

応
は
。

危険性が指摘される
市内の通学路
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個人質問

個人質問

め
多
額
の
経
費
が
必
要
で
あ
り
現
段
階

で
は
難
し
い
が
、
他
の
設
備
も
含
め
関

係
団
体
の
意
見
を
聞
き
、
そ
の
方
策
を

検
討
し
ま
す
。

【
問
】総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

今
後
に
つ
い
て
。

【
答
】多
く
の
会
員
が
幅
広
く
活
動
し
て

い
る
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
ナ
イ
ス
）お
よ
び
新
た
に

設
置
を
検
討
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
に
対
し
、

情
報
提
供
や
助
言
、
活
動
の
円え

ん

滑か
つ

な
展

開
を
支
援
し
ま
す
。

【
問
】通
学
路
や
生
活
道
路
の
交
通
安
全

対
策
に
関
し
、
特
に
鳴
門
病
院
東
側
の

道
路
は
約
70
㎝
拡
幅
の
予
定
だ
が
制
限

速
度
表
示
は
な
く
、
走
行
速
度
が
増
せ

ば
交
通
の
流
れ
が
変
化
し
、
周
辺
道
路

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
速
度
規
制

や
カ
ラ
ー
塗
装
、
駐
車
違
反
の
監
視
強

化
な
ど
の
対
応
が
で
き
な
い
か
。

【
答
】鳴
門
警
察
署
と
の
協
議
で
は
、
時

速
30
㎞
の
新
た
な
速
度
規
制
は
で
き
な

い
と
の
こ
と
で
す
が
、
徳
島
県
警
が
行
っ

て
い
る
ゾ
ー
ン
30
の
指
定
な
ど
も
考
慮
し

な
が
ら
、
地
域
住
民
の
意
見
を
ふ
ま
え

た
安
全
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

【
問
】児
童
の
体
力
や
運
動
能
力
の
向
上

策
に
つ
い
て
、
本
市
の
現
状
は
。

【
答
】昨
年
度
か
ら
市
内
全
て
の
小
・
中

学
校
で
体
力
向
上
計
画
を
作
成
し
、
マ

ラ
ソ
ン
や
歩
数
計
を
用
い
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
、
各
校
で
独
自
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

【
問
】今
後
の
体
育
館
の
整
備
予
定
、
ま

た
市
営
球
場
の
管
理
ま
た
ト
イ
レ
等
の

整
備
の
方
針
は
。

【
答
】小
・
中
学
校
の
体
育
館
は
昨
年
度

の
耐
震
診
断
結
果
を
も
と
に
、
今
年
度

は
、
耐
震
補
強
の
実
施
設
計
後
す
み
や

か
に
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

市
営
球
場
の
常
設
ト
イ
レ
設
置
は
、

山
の
ふ
も
と
ま
で
パ
イ
プ
を
埋ま

い

設せ
つ

す
る
た

上
うえ

田
だ

 公
こう

司
じ

秋
あき

岡
おか

 芳
よし

郎
ろう

 

教
育
行
政
に
つ
い
て

 

雇
用
と
人
事
に
つ
い
て

 

ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
つ
い
て

 

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

個
人
質
問

【
答
】こ
れ
ま
で
の
説
明
会
を
通
し
て
一

定
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
基
本
設
計
策
定
時
に
は
改
め

て
保
護
者
と
地
域
の
方
々
を
対
象
に
説

明
会
を
開
催
し
、
意
見
・
要
望
を
さ
ら

に
聞
き
、
そ
の
後
の
実
施
計
画
に
生
か

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】市
は
過
去
の
答
弁
で「
臨
時
的
任

用
職
員
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
臨
時

的
・
補
助
的
に
置
く
も
の
で
あ
り
、
市

の
恒こ

う

常じ
ょ
う

的
な
業
務
に
つ
か
せ
る
こ
と
は

適
当
で
な
い
」と
し
て
い
る
が
、
非
正

規
職
員
も
恒こ

う

常じ
ょ
う

的
業
務
を
行
っ
て
い
る

と
思
え
る
が
。

【
答
】各
所
属
の
状
況
に
よ
り
正
規
職
員

と
同
じ
業
務
内
容
と
な
る
場
合
は
あ
り

ま
す
が
、
非
正
規
職
員
は
正
規
職
員
の

不
在
期
間
や
年
度
ご
と
に
需
要
の
変
動

が
見
込
ま
れ
る
業
務
へ
の
一
時
的
・
限

定
的
対
応
で
あ
り
、
恒こ

う

常じ
ょ
う

的
で
は
な
い

と
考
え
ま
す
。

【
問
】新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
候

補
地
で
あ
る
、
国
道
11
号
線
近
く
の
現

在
使
わ
れ
て
い
な
い
５
，
０
０
０
㎡
以

上
の
土
地
と
は
ど
こ
か
。

【
答
】調
理
完
了
後
２
時
間
以
内
に
喫き

っ

食し
ょ
く

で
き
る
こ
と
を
考
慮
し
、
大
津
町
備
前

島
、
大
津
町
吉
永
、
大
麻
町
牛
屋
島
の

公
共
用
地
を
候
補
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
】新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

つ
い
て
、
ま
だ
ま
だ
保
護
者
が
知
ら
な

い
こ
と
が
多
々
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
市
は
中
途
半
端
な
情
報
提
供
だ
け

で
保
護
者
が
理
解
し
た
か
の
よ
う
に
決

め
つ
け
て
い
る
が
、
今
一
度
さ
ら
な
る

検
証
と
で
き
る
限
り
の
情
報
提
供
を
行

い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思

い
に
即そ

く

し

た
学
校
給

食
を
再
考

す
る
つ
も

り
が
あ
る

か
。

毎日子どもたちが楽しみに
している学校給食の調理風景

通称「市営球場」として市民に
親しまれている鳴門市総合運動場
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個人質問

【
答
】１
人
暮
ら
し
や
認
知
症
の
高
齢
者

が
増
加
す
る
中
、
地
域
で
の
生
活
支
援

体
制
の
構
築
や
そ
の
役
割
は
大
変
重
要

で
あ
る
た
め
、
地
域
包ほ

う

括か
つ

支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
か
ら
の
意
見
を
十
分
踏ふ

ま

え
、
認
知
症
高
齢
者
支
援
や
権
利
擁よ

う

護ご

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
や
通
報
に
対
応

で
き
る
よ
う
職
員
の
対
応
力
向
上
に
努

め
、
高
齢
者
の
方
の
総
合
相
談
窓
口
と

な
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
問
】認
知
症
患
者
や
そ
の
家
族
を
支
援

す
る
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
つ

い
て
、
今
後
の
市
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】認
知
症
に
な
って
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
医
師
会
や

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
徳
島
県
支
部

な
ど
と
連
携
し
て
、
認
知
症
の
早
期
発

見
、
相
談
体
制
の
強
化
策
と
し
て
、
認

知
症
理
解
に
向
け
て
の
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
周
知
が

不
十
分
で
対
応
が
遅
れ
た
事
例
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
度
よ
り
厚
生
労

働
省
が
開
始
す
る
モ
デ
ル
事
業
の
結
果
な

ど
を
ふ
ま
え
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
編
成
や
そ
の
効
果
的
な
活
用
方

法
を
検
討
し
、
認
知
症
に
なって
も
可
能

な
限
り
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る

よ
う
、
家
族
支
援
も
含
め
た
認
知
症
対

策
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
】高
齢
者
の
生
活
に
不
可
欠
な
地
域

包ほ
う

括か
つ

支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
・
組
織
強
化

への
取
り
組
み
につ
い
て
。

川
かわ

田
た

 達
たつ

司
じ

 

高
齢
者
福
祉
行
政
に
つ
い
て

個
人
質
問

地域包括支援センター主催の
認知症サポーター養成講座の様子

発議第 4 号  鳴門市議会議員の定数を定める条例の一部改正について （○：賛成 ●：反対)

議決結果 反
対：

賛
成

秋
岡
　
芳
郎

東
　
　
正
昇

上
田
　
公
司

大
石
美
智
子

川
田
　
達
司

椢
原
　
幸
告

佐
藤
　
絹
子

潮
崎
　
焜
及

宅
川
　
靖
次

谷
﨑
　
　
徹

野
田
　
粋
之

橋
本
　
国
勝

林
　
　
勝
義

坂
東
　
成
光

平
塚
　
保
二

藤
田
　
茂
男

松
浦
　
富
子

三
津
　
良
裕

宮
崎
　
光
明

山
根
　
　
巌

横
井
　
茂
樹

鳴門市議会の現在の議員定数22名
を４名削減し１８名とする案について、
以下の５名が討論を行いました。
　　　【討論】
　○川田 達司（賛成討論）
　●宅川 靖次（反対討論）
　●山根 　巌（反対討論）
　●上田 公司（反対討論）
　●東　 正昇（反対討論）

原案を
否決 ９:11 ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● 欠

席 ● ○ ● ○ ● ● ●

※１　山本 秀議長は地方自治法第116条により、 議決に加わることはできない。

議案第76号  鳴門市公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する等の条例の制定について （○：賛成 ●：反対)

議決結果 反
対：

賛
成

秋
岡
　
芳
郎

東
　
　
正
昇

上
田
　
公
司

大
石
美
智
子

川
田
　
達
司

椢
原
　
幸
告

佐
藤
　
絹
子

潮
崎
　
焜
及

宅
川
　
靖
次

谷
﨑
　
　
徹

野
田
　
粋
之

橋
本
　
国
勝

林
　
　
勝
義

坂
東
　
成
光

平
塚
　
保
二

藤
田
　
茂
男

松
浦
　
富
子

三
津
　
良
裕

宮
崎
　
光
明

山
根
　
　
巌

山
本
　
　
秀

横
井
　
茂
樹

〈地方自治法第244条の2第2項〉
「普通地方公共団体は、条例で定める重要
な公の施設のうち条例で定める特に重要
なものについて、これを廃止し、又は条
例で定める長期かつ独占的な利用をさせ
ようとするときは、議会において出席議
員の３分の２以上の者の同意を得なけれ
ばならない」

〈鳴門市旅客自動車運送事業条例第25条〉
旅客自動車運送事業施設を廃止しようと
するときは、議会において出席議員の３
分の２以上の者の同意を得なければなら
ない。

可決
（※） 21:０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　当該議案は、地方自治法第244条の２第２項および鳴門市旅客自動車運送事業条例第25条にお
いて、議員定数の半数以上が出席し、その３分の２以上の同意を必要とする。また、特別多数
決議決の案件であるため、議長も表決権を有する。

決議第 2 号  　議長不信任決議 （○：賛成 ●：反対)

議決結果 反
対：

賛
成

秋
岡
　
芳
郎

東
　
　
正
昇

上
田
　
公
司

大
石
美
智
子

川
田
　
達
司

椢
原
　
幸
告

佐
藤
　
絹
子

潮
崎
　
焜
及

宅
川
　
靖
次

谷
﨑
　
　
徹

野
田
　
粋
之

橋
本
　
国
勝

林
　
　
勝
義

坂
東
　
成
光

平
塚
　
保
二

藤
田
　
茂
男

松
浦
　
富
子

三
津
　
良
裕

山
根
　
　
巌

横
井
　
茂
樹

議員２名より、山本　秀議長に対して
出された不信任決議案について、以
下の３名が討論を行いました。
　　
　【討論】
　●谷﨑 　徹（反対討論）
　●佐藤 絹子（反対討論）
　●東　 正昇（反対討論）

原案を
否決 ２:11 退

席 ● ● 退
席

退
席 ○ ● ○ ● ● 退

席
退
席 ● ● ● 退

席 ● 退
席 ● ●

※１　山本 秀議長は地方自治法第117条により、当該議事に参与できない。
　　　宮崎 光明副議長は地方自治法第106条及び第116条により、 議決に加わることはできない。
※２　退席した議員は、鳴門市議会会議規則第68条により、表決に加わることができない。

記 名 投 票 の 結 果
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保険課
◆人間・脳ドックは近年の申
し込み数や市民の健康維持・
増進の観点から、定員増を 
検討するよう要望がありました。
◆国民健康保険事業における
未収分の徴収率向上のため従
来の方法からより実情に沿っ
た対応への要望がありました。

長寿介護課
◆成

せい

年
ねん

後
こう

見
けん

制度を積極的に周
知するよう要望がありました。
◆地域支援事業交付金に関し
て、団塊世代の高齢化に伴う
2015年問題に向けて早めに、
将来を見据えた市の事業展開
への要望がありました。
◆ひとり暮らし高齢者等見守
り事業について、友

ゆう

愛
あい

訪問員
と民生委員の訪問地区を分担
し、調査結果をまとめる仕組
みに改めたとのことでした。

人権推進課
◆ＤＶ対策等総合支援事業費
補助金に関し、交付金・補助
金等を活用し婦人相談員の確
保に努めるとのことでした。
◆相談業務に関わる職員のメ
ンタルヘルスや十分な相談体
制構築への要望がありました。

社会福祉課
◆生活保護費負担金の受給者
増加を鑑

かんが

み、ケースワーカー
の負担軽減やメンタルヘルス
などへの対応が必要との意見
がありました。
◆社会福祉協議会の窓口では
１名の手話通訳者が待機し、
外部からの依頼には手話奉仕
員を派遣するとのことでした。

土木課
◆土木課が管理する711橋に
ついて、耐震工事の候補は広
域避難場所に通じる主要道路
等に架

か

かる10橋で、そのうち
３橋は完了、修繕に関しては
平成24・25年度に計画書策定、
平成26年度以降に着手予定と
のことでした。

◆排水機場及び樋
ひ

門
もん

管理費の
委託料について、近年の緊急
対応すべき事態の頻

ひん

発
ぱつ

から、
増額検討の意見がありました。

観光振興課
◆高速道路の整備により滞在
型観光の推進に向け、多様な
ニーズに応えるモデルコース
の作成など今後も活性化に 
取り組むよう要望がありました。
◆コンベンション開催支援助
成金の追加事業について、全
国小学校英語活動実践研究大
会の開催時には350以上の宿
泊があったとのことでした。

農林水産課
◆猿の追い払い等支援事業業
務1,100万円は、人里へ来る
猿を追い払うことと、分布状
況調査の経費で、市内に８群
れ程度、約300頭の生息を確
認したとのことでした。

消防本部
◆消防団員公務災害補償掛け
金の急増は、国の通達により
東日本大震災で殉

じゅん

職
しょく

・行方不
明になった団員の家族への公
務災害補償を行うためで、昨
年度限りとのことでした。

水道事業課
◆未処分利益剰

じょう

余
よ

金
きん

のうち
9,000万円について今は企業
債
さい

残高があるため減
げん

債
さい

積
つみ

立
たて

金
きん

に積み立てているが、利益に
余裕が出れば建設改良積立金
に積み立てるとのことでした。

運輸事業課
◆運輸事業を廃止決定した中
での補助は、廃止までのバス
路線の安定的維持と計画的廃
止のため必要とのことでした。

競艇企画管理課・競艇業務推進課
◆競艇事業は、支出面の従事
員賃金の削減やボートピア土
佐の委託、収入面の外

そと

向
むけ

発売
所エディウィン鳴門の売上が
要因で黒字とのことでした。
◆競艇場の入場料について、
入場無料の外

そと

向
むけ

発売所の来場
者増加を見ても、本

ほん

場
じょう

も工夫
が必要との意見がありました。

教育総務課
◆用務員や教職員等も早急に
学校給食衛生検査の対象と
し、また事業実施前の保護者
への説明の要望がありました。
◆幼・小・中学校の施設維持
補修にもっと地域住民の力を
借りるなど、経費削減策をＰ
ＴＡ等の中で協議しては、と
の意見がありました。

学校教育課
◆鳴門工業高校は県に、建物
は無償譲

じょう

渡
と

、土地は無償貸
かし

付
つけ

をしているとのことでした。

生涯学習人権課
◆公民館の館長手当は、業務
内容や地域社会での役割を考
え、実情を考慮した予算増額
の要望がありました。
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　市議会では１０月５日から１０月２４日までの間、６日間予算決算委
員会を開催し、平成２３年度の各会計歳入歳出決算の認定に関する
議案等１６件の審査を行いました。審査の概要は次のとおりです。

平成２３年度決算審査の概要

議会事務局
◆議会の映像配信の効果的運
用とアクセス状況等の市民へ
の周知への要望がありました。

総務課
◆土地建物貸付収入につい
て、用途を特化した貸付募集を
しては、との意見がありました。
◆庁舎管理費について、統一
的な契約によりコストダウン
を図るよう要望がありました。
◆ＰＣＢ廃棄物処理関連経費
は、ＰＣＢを含む使用済みの
コンデンサーの保管、運搬・
処理の経費とのことでした。

人事課
◆職員の接遇は改善された
が、まだ不十分な点もあり、
研修内容の工夫について要望
がありました。
◆人材育成のため、専門的な
研修を受けた職員がすぐ異動
しないよう要望がありました。

税務課
◆徴

ちょう

税
ぜい

嘱
しょく

託
たく

員
いん

制度は、税の公
平性の確保と未処理欠

けっ

損
そん

金
きん

の
削減のため強化・継続し、職
員は税の徴収にもっと危機感
を持つべきとの意見がありま
した。また滞

たい

納
のう

繰
くり

越
こし

分
ぶん

の収納
率低下への対応策が必要では
との意見がありました。

秘書広報課・情報化推進室　
◆情報化推進費のうち「なり
すまし」等への対応について、
発生時の対処により感染拡大
を防ぎ、予防策も行うとのこ
とでした。

企画課
◆行政評価は、第三者の視点
での評価が職員の意識改革に
もつながるため継続の方針、
また外部評価制度の検証や評
価区分の見直し、テーマの選
択への意見がありました。

財政課
◆現在は、財政非常事態宣言
時のような危機的状況ではな
いが、実

じっ

質
しつ

公
こう

債
さい

費
ひ

比
ひ

率
りつ

も楽観
視できず、今後も将来負担を
予測した財政運営をしたいと
のことでした。

選挙管理委員会
◆投票率向上のため、投票所
の場所や選挙啓発について協
議するよう要望がありました。
◆投票所の環境について、中
立確保への要望がありました。

市民協働推進課
◆コミュニティ助成事業補助
金は、堂浦秋まつり保存会の
老朽化した屋台の復元・飾り
付け等へのものでした。
◆地域づくり事業活性化補助
金は均等割や世帯割で市内14
自治振興会へ配分され、自治
振興会に不参加の人にも効果
が及ぶ、公園や花壇の整備費
用や避難訓練など地域の連帯
感につながる事業に使われて
いるとのことでした。

文化交流推進課
◆来年度の姉妹都市使節団に
は、市在住の中学３年生と高
校生を派遣する計画で、旅費
削減のためホームステイ制度
を考えているとのことでした。

ドイツ館
◆指定管理料と市の支出の区
別について、施設の管理業務
に関するものは指定管理料、
市が直接行う資料研究や展示
品の説明案内等の業務は市の
支出とのことでした。

環境政策課
◆下水道対象地域外への合併
処理浄化槽転換促進活動とし
て、広報等の呼びかけやパン
フレットの配布をしているこ
とに対し、転換費用は補助率
も高く負担も少額なことなど
の周知への要望がありました。

クリーンセンター
◆指定ごみ袋販売収益は人件
費ではなく、販売手数料の値
上げや袋の形状・素材の改善
に使うよう要望がありました。 
また袋の無償化は負担の公平
化の問題、値下げによる排出
量増加の事例もあり難しいが、
今後は販売収益を活用し事業
を拡

かく

充
じゅう

するとのことでした。
◆資源ごみ回収について、現
在１㎏あたり５円の報

ほう

奨
しょう

金
きん

は
各地区の環境整備等に充

あ

てら
れており、増額するよう要望
がありました。

健康づくり課
◆予防接種費に関し、副作用
の情報提供等を今以上に慎重
に行うよう要望がありました。
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平
成
24
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
の
22
日

間
の
予
定
で
す
。

11
月
30
日（
金
）　

第
四
回
定
例
会
　
開
会

                  

　
予
算
決
算
委
員
会（
議
案
説
明
）

12
月
１
日（
土
）

　
　
　
　

　
　

｝休
会

　
　

２
日（
日
）　

　
　

３
日（
月
）　

休
会  

一
般
質
問
通
告
締
切

　
　

４
日（
火
）

　
　
　
　

～　

｝ 休
会

　
　

６
日（
木
）

　
　

７
日（
金
）　

一
般
質
問（
会
派
代
表
質
問
）

　
　

８
日（
土
）

　
　
　
　

　
　

｝休
会

　
　

９
日（
日
）

　
　

10
日（
月
）　

一
般
質
問（
個
人
質
問
）

　
　
　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

11
日（
火
）　

一
般
質
問（
個
人
質
問
）

                  　

予
算
決
算
委
員
会（
質
疑
・
採
決
）

　
　

12
日（
水
）　

休
会　

総
務
民
生
委
員
会

　
　

13
日（
木
）　

休
会　

産
業
環
境
委
員
会

　
　

14
日（
金
）

　
　
　
　

～　

｝ 休
会

　
　

16
日（
日
）

　
　

17
日（
月
）　

休
会　

議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

　
　

18
日（
火
）　

本
会
議

　
　

19
日（
水
）

　
　
　
　

　
　

｝休
会

　
　

20
日（
木
）

　
　

21
日（
金
）　

第
四
回
定
例
会
　
閉
会

※
太
字
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
お
よ
び
録
画
配
信
を
実
施
し
ま
す
。

第４回 定例会日程（予定）

鳴門市議会の改革への取り組み

議会だより編集委員会

委 員 長　 野田　粋之
副委員長　 谷㟢　　徹
委　　員　 秋岡　芳郎
委　　員　 潮崎　焜及
委　　員　 松浦　富子
委　　員　 山根　　巌

人事案件（第3回定例会）

○教育委員会委員に

　巽
たつみ

　 幸
さち

子
こ

 氏 （大津町）
○公平委員会委員に

　元
もと

井
い

 信
しん

介
すけ

 氏 （上八万町）

 議員報酬（平成23年度を100とする場合）
平成23年度	 100

平成24年度~	 94.6

 期末手当（平成23年度を100とする場合）
平成23年度	 100

平成24年度	 85.7

平成25年度※	 77.7
※平成25年度については見込額

対平成23年度比で、議員報酬は約5.4％、
期末手当（平成25年度見込）は約22.3％
の減額

議員１人あたり 年額約６５万８千円 の減額
（議長、副議長を含む平均額）

➡
平成２３年度→平成２５年度（見込）で

議員総額で１,４００万円以上の削減

議員２名分を上回る
人件費の削減を断行!

市議会の議員定数を現在の22名から１８名にする条例改正案が
提出されましたが、採決の結果、賛成９、反対１１となり否決さ
れました。（９ページ参照）

 賛成の意見
◦競艇従事員の賃金削減など財政再建のため理事者に厳し
い要求を行ってきた。

◦市民から選ばれた議員が身を切ることなく市民感覚から
かけ離れた議論やぬるま湯に浸かっていては市民からの
賛同はあり得ない。

◦削減効果により高齢者福祉や学校のトイレ改善など他の
事業への活用が可能。　　など

 反対の意見
◦市民の意見や要望が市政に反映されにくくなり、また	
市政に対しチェック機能が働かなくなる。

◦４名減の根拠が明確でない。
◦今するべきことは議員削減ではなく議員の資質の向上。

など
議員定数については、人口減少、少子高齢化社会の中で行政の
チェック機能を果たすための適正数が問われており、今回当該議
案は否決されましたが、市議会としては議員定数について今後も
調査・研究を行っていきます。

鳴門市議会の議員定数の変遷
昭和
22年
４月 ▶

昭和
42年
４月 ▶

昭和
50年
４月 ▶

平成
11年
４月 ▶

平成
15年
４月 ▶

平成
17年
12月 ▶ 現

　
在30人 36人 30人 28人 26人 22人

議員定数に対する取り組み議員報酬等に対する取り組み


